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■3G標準勧告、アナログTV周波数開放、4GHz帯選定など、WiMAXが世界市場のメインストリーム技

術へと発展する道が開かれました。スプリント・ネクステルとクリアワイヤーのWiMAX網共同構築が白紙

となり、事業性に一時疑問が呈されたものの、グーグルの700MHz帯域獲得時にはWiMAXが採用さ

れ、AT&TもWiMAXをロードマップに組み入れるなど、WiMAX推進の動きは活発化しています。 

■欧州では3.5GHz帯WiMAXが本格化、モバイルWiMAXへの2.5～2.6GHz周波数割り当てが検討され

ています。特に、英Ofcomによる3.5GHz帯許可は、他国への影響大でしょう。アジアでは、シンガポー

ルやマレーシア、インド、パキスタンにおいて、モバイルWiMAX市場が形成されようとしています。 

■本書は、世界的市場拡大局面を迎えたWiMAXについて、事業者動向や戦略、地域別規制政策を

捉え、主要地域ごとにどのような市場形成がなされようとしているのかを明らかにしたものです。 
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